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ＡＢＣ検診とは、胃がんになりやすい危

険度を、わずかな血液で簡単に判定する方

法です。 

            

   
            

 



具体的には、胃がんになりやすい指標で

あるピロリ菌感染の有無と、萎縮性胃炎の

程度（ペプシノーゲン検査）を組み合わせ

て、胃がんに対する危険度をＡ，Ｂ，Ｃ，

Ｄの４群に分けます。 

            

 



 

ＡＢＣ検診でＢ、Ｃ，Ｄ群に分類された

人は、胃がんのリスクを考慮して、胃カメ

ラを受ける必要があります。 

       

 

 

 



------------------------- 補 足 ------------------------- 

 

◎ ピロリ菌に感染していると、胃がんに

なりやすいことが明らかになってい

ます。 

 

   



 

出典 順天堂大学 がん治療センターニューズレター 第２０号 

順天堂大学 消化器内科 准教授 北條麻里子先生の記事より引用 

 

             

 

          

 

 

 



◎ 胃がんの多くは、萎縮した胃粘膜、す

なわち萎縮性胃炎から発生します。 

ペプシノーゲン検査は、萎縮性胃炎の

程度を調べる検査法です。 

 

        

 

     ☟ 



・ ペプシノゲンは、胃で作られる蛋白質分解酵

素ペプシンのもとになる物質です。 

・ ペプシノゲンはペプシノゲン I（PGI）とペプ

シノゲン II（PGII）に大別されます。 

・ PGI は主として胃底腺の主細胞より分泌され，

PGII は胃底腺の他に噴門腺，幽門腺，十二指

腸腺にも存在します。 

・ 胃の粘膜の萎縮が進むと、胃底腺の領域が縮

小していくため PGI の量が相対的に減ってく

ることになります。 

・ そこで、PGI 値および PGI/II 比が低下した状

態が萎縮性胃炎，即ち胃がんのリスクの高い

群となります。 

 

 

 

㊟ ＡＢＣ検診に頼りすぎると危険で

す。 
                 



ＡＢＣ検診の結果Ａ群であっても、まれ

にピロリ菌がいる場合やピロリ菌と関係

しない胃がん（未分化型腺がん；スキルス

胃がん）が隠れていることがあります。 

胃がんを見逃さないようにするために

は、やはり年に１回の胃カメラを受けるこ

とが必要です。 

 
 

 

 

 

 

 


